
〈現状把握〉
・東京都平均正答率に比べて、特に図形・関数の領域が低くなっ
　ている。
・思考,判断,表現の観点と記述式の問題に対して正答率が低くなっ
　ている。これは、自校の単元テストや定期考査でも低くなって
　いて、自身の考えや解き方をかくことに課題がある。基本問題
　はできるが、応用問題になると正答率が低くなってしまうこと
　もあり、基礎基本の理解を深めることが必要と考える。
・基礎計算力についても、東京都平均正答率を超えたい。

〈指導改善のポイント〉
・図形の領域では、模型やICTを活用して、実物に触ることや視覚的に
　図形を学び、理解を深める。また、図形の面積や角度を求める計算問
　題に対応できるように計算力をつけていく。
・全学年、授業開始１０分で小テストを行い、基礎基本の定着、計算力
　向上を図る。
・関数の領域では、授業で身近な生活の中にあるものにも触れ、興味関
　心、応用力をつける授業をする。
・思考判断表現や記述式への対策として、授業の中での教え合いや学
　び 合いを行い、自身の考えをまとめ、伝える力や友達の意見や考え
　方（解法、途中式など含む）を知り、問題に対して多面的に解き方を
　考えることができる力を養う。また、小テストや単元テスト、定期考査
　でも記述式の問題に取り組み、生徒の経験値を高めていく。
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＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

東京都（公立） 全国（公立）
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47.7 54.3
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